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(57)【要約】
【課題】利便性を向上できる縦型電気掃除機を提供する
。
【解決手段】一端に吸気口３２ａが形成される直線部３
３と直線部３３に連続する屈曲部３４とを有して本体部
４に着脱自在に設けられるとともに使用者が把持する把
持部８が設けられる延長パイプ６と、回動自在に屈曲部
３４の端部に取り付けられる可動部９と、可動部９と本
体部４とを連結する伸縮自在の接続ホース７と、屈曲部
３４に挿通して一端が直線部３３に接続されるとともに
他端を可動部９に固着して接続ホース７と連通する中間
ホース１０とを備え、中間ホース１０は先端が直線部３
３に挿入されるとともに外周面に突出する凸部１０ａが
設けられ、直線部３３は凸部１０ａが嵌合して直線部３
３と中間ホース１０とを連結する孔部３１ｃと、孔部３
１ｃに対して周方向に離れるとともに屈曲部３４側を開
放して直線部３３に凹設される溝部３１ｄとを有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動送風機を内装する本体部と、前記本体部の下方に配される吸込口体と、一端に吸気
口が形成される直線部と前記直線部に連続する屈曲部とを有して前記本体部に着脱自在に
設けられるとともに使用者が把持する把持部が設けられる延長パイプと、前記屈曲部の軸
方向に垂直な回動軸で回動自在に前記屈曲部の端部に取り付けられる可動部と、前記可動
部と前記本体部とを連結する伸縮自在の接続ホースと、前記屈曲部に挿通して一端が前記
直線部に接続されるとともに他端を前記可動部に固着して前記接続ホースと連通する中間
ホースとを備え、
　前記中間ホースは先端が前記直線部に挿入されるとともに外周面に突出する凸部が設け
られ、前記直線部は前記凸部が嵌合して前記直線部と前記中間ホースとを連結する孔部と
、前記孔部に対して周方向に離れるとともに前記屈曲部側を開放して前記直線部に凹設さ
れる溝部とを有することを特徴とする縦型電気掃除機。
【請求項２】
　前記直線部は前記中間ホースを接続する側の端部が外筒に内筒を内嵌して形成され、前
記孔部が前記内筒に設けた貫通孔から成るとともに、前記内筒の先端を切欠いて前記溝部
が形成されることを特徴とする請求項１に記載の縦型電気掃除機。
【請求項３】
　前記直線部と前記接続ホースとを平行に配置した際に前記屈曲部は前記接続ホースの延
長上が開放されることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の縦型電気掃除機。
【請求項４】
　前記溝部の周方向の壁面を径方向に対して傾斜する傾斜面にしたことを特徴とする請求
項１～請求項３のいずれかに記載の縦型電気掃除機。
【請求項５】
　前記溝部の軸方向の端面よりも前記孔部を前記吸気口側に設けたことを特徴とする請求
項１～請求項４のいずれかに記載の縦型電気掃除機。
【請求項６】
　前記直線部の前記中間ホース側の端部に、内面に突出するリブを設けたことを特徴とす
る請求項１～請求項５のいずれかに記載の縦型電気掃除機。
【請求項７】
　前記中間ホースは前記接続ホースよりも曲げ弾性係数が小さいことを特徴とする請求項
１～請求項６のいずれかに記載の縦型電気掃除機。
【請求項８】
　前記可動部は前記接続ホースの軸方向を回動軸として回動自在に前記接続ホースを支持
することを特徴とする請求項１～請求項７のいずれかに記載の縦型電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動送風機を内装した本体部の下方に吸込口体を有する縦型電気掃除機に関
し、特に本体部から延びて把持部を有した延長パイプを本体部に対して着脱できる縦型電
気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の縦型電気掃除機は特許文献１、２に開示されている。この縦型電気掃除機は電動
送風機を内装する本体部の下方に吸込口体が配される。本体部には着脱自在の延長パイプ
が上方に延びて装着され、延長パイプの上部に把持部が設けられる。これにより、把持部
を把持して吸込口体を本体部とともに移動して掃除することができる。また、延長パイプ
の一端は接続ホースを介して本体部に接続される。これにより、本体部から脱着した延長
パイプの先端から吸気して天井や家具の隙間等の掃除を行うことができる。
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－８７５０８号公報（第４頁－第９頁、第１図）
【特許文献２】特開２００６－１５８７４２号公報（第２頁－第８頁、第３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の縦型電気掃除機によると、延長パイプを装着して掃除する際
に接続ホースが湾曲して邪魔になる。また、収納時に接続ホースが湾曲して広い収納スペ
ースを必要とする。このため、縦型電気掃除機の利便性が悪い問題があった。
【０００５】
　本発明は、利便性を向上できる縦型電気掃除機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明は、電動送風機を内装する本体部と、前記本体部の下
方に配される吸込口体と、一端に吸気口が形成される直線部と前記直線部に連続する屈曲
部とを有して前記本体部に着脱自在に設けられるとともに使用者が把持する把持部が設け
られる延長パイプと、前記屈曲部の軸方向に垂直な回動軸で回動自在に前記屈曲部の端部
に取り付けられる可動部と、前記可動部と前記本体部とを連結する伸縮自在の接続ホース
と、前記屈曲部に挿通して一端が前記直線部に接続されるとともに他端を前記可動部に固
着して前記接続ホースと連通する中間ホースとを備え、
　前記中間ホースは先端が前記直線部に挿入されるとともに外周面に突出する凸部が設け
られ、前記直線部は前記凸部が嵌合して前記直線部と前記中間ホースとを連結する孔部と
、前記孔部に対して周方向に離れるとともに前記屈曲部側を開放して前記直線部の内面に
凹設される溝部とを有することを特徴としている。
【０００７】
　この構成によると、電動送風機を内装する本体部の下方に吸込口体が配される。本体部
には延長パイプが装着され、延長パイプに設けた把持部を把持して吸込口体を本体部とと
もに移動して掃除が行われる。中間ホースは延長パイプの屈曲部に挿通され、直線部及び
可動部に両端が接続される。接続ホースは可動部と本体部とを連結し、可動部によって接
続ホースと中間ホースとが連通する。延長パイプを本体部に装着した際には中間ホースが
屈曲して直線部と接続ホースとが略平行に配置される。延長パイプを本体部から脱着する
と可動部が延長パイプに対して回動し、中間ホースが曲げられて接続ホースに対して延長
パイプの向きが可変される。そして、吸気口から吸い込まれた空気が直線部、中間ホース
、接続ホースを介して本体部に導かれ、天井や家具の隙間等の掃除が行われる。中間ホー
スは直線部に差し込んで溝部に凸部を挿入し、押し込みながら捩られて凸部が孔部に嵌合
する。これにより、直線部と中間ホースとが接続される。
【０００８】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記直線部は前記中間ホースを接
続する側の端部が外筒に内筒を内嵌して形成され、前記孔部が前記内筒に設けた貫通孔か
ら成るとともに、前記内筒の先端を切欠いて前記溝部が形成されることを特徴としている
。この構成によると、直線部は外筒に内筒を内嵌した二重構造に形成され、内筒の先端の
溝部に凸部を挿入して中間ホースを捩ることにより貫通孔から成る孔部に凸部が嵌合する
。
【０００９】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記直線部と前記接続ホースとを
平行に配置した際に前記屈曲部は前記接続ホースの延長上が開放されることを特徴として
いる。この構成によると、屈曲部の開放端から手指を挿入して中間ホースが着脱される。
中間ホース内に異物が詰まると直線部から中間ホースが脱着され、接続ホースの延長上に
中間ホースを略直線状に配して異物が取り除かれる。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記溝部の周方向の壁面を径方向
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に対して傾斜する傾斜面にしたことを特徴としている。この構成によると、直線部の溝部
に凸部を挿入して中間ホースを捩ると、凸部は傾斜面の押圧により弾性変形して孔部に導
かれる。
【００１１】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記溝部の軸方向の端面よりも前
記孔部を前記吸気口側に設けたことを特徴としている。この構成によると、溝部に凸部を
挿入した状態から中間ホースは捩られながら更に押し込まれて凸部が孔部に嵌合する。
【００１２】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記直線部の前記中間ホース側の
端部に内面に突出するリブを設けたことを特徴としている。この構成によると、延長パイ
プの吸気口から吸い込まれた大型の異物はリブにより捕集され、吸気口側から取り除くこ
とができる。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記中間ホースは前記接続ホース
よりも曲げ弾性係数が小さいことを特徴としている。
【００１４】
　また本発明は、上記構成の縦型電気掃除機において、前記可動部は前記接続ホースの軸
方向を回動軸として回動自在に前記接続ホースを支持することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、延長パイプの屈曲部に中間ホースを挿通し、屈曲部に回動自在に取り
付けた可動部に接続ホースが取り付けられるので、延長パイプを本体部に装着した際に中
間ホースが屈曲部のガイドにより簡単に曲げられて接続ホースを略鉛直に配することがで
きる。このため、接続ホースが湾曲によって広がらず、収納時に広いスペースを不要にで
きるとともに掃除中に邪魔にならない。また、延長パイプを本体部から脱着した際に可動
部が回動して中間ホースが曲げられ、接続ホースに対する延長パイプの向きを簡単に可変
することができる。従って、縦型電気掃除機の利便性を向上することができる。
【００１６】
　また、中間ホースに設けた凸部と延長パイプの直線部に設けた孔部との嵌合によって中
間ホースが直線部に接続される。この時、孔部に対して周方向に離れた位置に凹設される
溝部を直線部の内面に有するので、凸部を溝部に挿入することにより位置決めして孔部の
位置を容易に把握できる。また、中間ホースを捩るため力を加え易い。これにより、容易
に孔部と凸部とを嵌合させることができる。その結果、屈曲部によって見通すことのでき
ない位置で中間ホースと直線部とを簡単に接続することができる。また、中間ホースを捩
って直線部から簡単に取外すことができる。従って、縦型電気掃除機の組立を容易にでき
るとともに、中間ホース内に詰まった異物を簡単に取り出すことができ、縦型電気掃除機
のメンテナンス性を向上することができる。
【００１７】
　また本発明によると、直線部が外筒に内筒を嵌合して形成されるので、延長パイプを二
重構造にして強度を向上できる。また、孔部が内筒に設けた貫通孔から成り、内筒の先端
を切欠いて溝部が形成されるので、孔部及び溝部を容易に形成することができる。
【００１８】
　また本発明によると、直線部と接続ホースとを平行に配置した際に屈曲部は接続ホース
の延長上が開放されるので、直線部から脱着した中間ホースを接続ホースの延長上に略直
線状に配して容易に異物を取り除くことができる。
【００１９】
　また本発明によると、溝部の周方向の壁面を径方向に対して傾斜する傾斜面にしたので
、溝部に凸部を挿入して中間ホースを捩った際に凸部を簡単に孔部に導くことができる。
【００２０】
　また本発明によると、溝部の軸方向の端面よりも孔部を吸気口側に設けたので、溝部に
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凸部を挿入した中間ホースを更に押し込んで孔部に凸部を嵌合し、中間ホースと直線部と
のシール性が向上する。
【００２１】
　また本発明によると、直線部の中間ホース側の端部または中間ホースの直線部側の端部
に内面に突出するリブを設けたので、大型の異物をリブにより捕集し、屈曲して異物を取
り出しにくい中間ホースの詰まりを低減することができる。
【００２２】
　また本発明によると、中間ホースは接続ホースよりも曲げ弾性係数が小さいので、延長
パイプを本体部に装着した際に接続ホースを簡単に鉛直に配することができる。また、延
長パイプを本体部から脱着した際に中間ホースの弾性力に抗して延長パイプの向きが可変
される。このため、小さい力で簡単に延長パイプの向きを可変することができる。従って
、縦型電気掃除機の利便性を更に向上することができる。
【００２３】
　また本発明によると、可動部は接続ホースの軸方向を回動軸として接続ホースを回動自
在に支持するので、接続ホースを捩ることなく延長パイプの軸回りの向きを簡単に可変す
ることができる。従って、縦型電気掃除機に利便性を更に向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１は一実施形態の縦型電気掃除
機を示す斜視図である。縦型電気掃除機１は電動送風機２及び集塵部３（いずれも図３参
照）を内装する本体部４を備えている。本体部４の下方には床面に面した吸気口を有する
吸込口体５が設けられ、本体部４は吸込口体５に対して傾倒可能になっている。
【００２５】
　本体部４の上方には着脱自在の延長パイプ６が鉛直方向に延びて配される。延長パイプ
６の上部には使用者が把持する把持部８が設けられる。延長パイプ６の一端には可動部９
が設けられ、可動部９と本体部４との間は伸縮自在の接続ホース７で連結される。これに
より、延長パイプ６と本体部４内の電動送風機２とが連通する。
【００２６】
　図２、図３はそれぞれ縦型電気掃除機１の正面図及び側面断面図を示している。本体部
４内には電動送風機２の下方に集塵部３が連通して配される。吸込口体５と集塵部３とは
本体部４に設けた気流路４ａにより連通する。集塵部３は集塵容器３ａを有し、旋回気流
により塵埃を分離するサイクロン式になっている。本体部４の前面パネル４ｄは把手４ｅ
を把持して開閉可能になっており、前面パネル４ｄとともに塵埃を捕集した集塵容器３ａ
を着脱可能になっている。
【００２７】
　本体部４の後部には上面を開口して集塵部３に連通する気流路４ｂが設けられる。気流
路４ｂの上端には接続ホース７の下端が嵌合する下支持部４ｃが形成される。下支持部４
ｃによって接続ホース７の下部が略鉛直に支持される。接続ホース７の上端は延長パイプ
６に取り付けられた可動部９に形成される上支持部９ａに嵌合される。
【００２８】
　可動部は軸部ｂａで回動自在に支持され、上支持部９ａにより接続ホース７の上部が略
鉛直に支持される。上支持部９ａは軸方向に分割され、上部に対して下部が接続ホース７
の軸方向を回動軸として回動自在に支持される。また、接続ホース７には電源コード（不
図示）を掛止する掛止部２０が設けられる。延長パイプ６に設けたフック６ｆに掛止部２
０を係止して収納時に接続ホース７を保持できるようになっている。
【００２９】
　電動送風機２と気流路４ｂとの間には本体部４の上面を開口する延長パイプ収納部４ｆ
が設けられる。延長パイプ収納部４ｆには延長パイプ６の先端部分が収納され、フック１
１の操作によって図４に示すように本体部４から延長パイプ６が脱着可能になっている。
【００３０】
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　また、延長パイプ６はフック１２の操作によって図５に示すように下部３０と上部３１
に分割可能になっている。図６、図７は下部３０の側面図及び平面図を示している。また
、図８は図６のＡ－Ａ断面図を示している。延長管６の下部３０には貫通孔から成る気流
路６ｄが形成され、気流路６ｄ内に吸気口３２ａを有した伸長パイプ３２が配される。延
長パイプ６を本体部４から脱着した際に延長パイプ６の先端から伸長パイプ３２を引き出
して延長パイプ６を伸長することができる。
【００３１】
　図９、図１０、図１１は延長パイプ６の上部３１を示す側面図、平面図及び背面から見
た斜視図を示している。また、図１２、図１３はそれぞれ図９、図１０のＢ－Ｂ断面図及
びＣ－Ｃ断面図を示している。把持部８が設けられる上部３１は下部３０との接続側が外
筒３１ａに内筒３１ｂを嵌合した二重構造になっている。
【００３２】
　これにより、図１４に示すように上部３１と下部３０とを接続した際に下部３０の接続
部３０ａが内筒３１ｂと嵌合する。従って、下部３０と上部３１との接続部分の強度が向
上され、把持部８を把持して延長パイプ６を持ち上げた際に下部３０の重量を支えること
ができるようになっている。内筒３１ｂの内部には気流路６ｅが形成される。これにより
、延長パイプ６は直線状の気流路６ｄ、６ｅを有する直線部３３が形成される。
【００３３】
　直線部３３の上方は外筒３１ａが屈曲され、中空の屈曲部３４が形成される。屈曲部３
４に軸部９ｂで支持される可動部９の上支持部９ａと内筒３１ｂとは屈曲部３４及び可動
部９に挿通される中間ホース１０により連結される。
【００３４】
　中間ホース１０は蛇腹に形成されて可撓性を有し、接続ホース７よりも軟質の樹脂から
成るため接続ホース７よりも曲げ弾性係数が小さくなっている。延長パイプ６に対して回
動する可動部９に中間ホース１０が追随して延長パイプ６と接続ホース７との連結を維持
することができる。
【００３５】
　屈曲部３４は後方が開口し、延長パイプ６を本体部４に装着して直線部３３と可動部９
の上支持部９ａとを鉛直に配した際に接続ホース７の延長上が開放されている。これによ
り、中間ホース１０の内筒３１ｂ側の接続を外した際に中間ホース１０を接続ホース７の
延長上に略直線状に配することができる。従って、中間ホース１０内に詰まった異物を容
易に取り除くことができる。
【００３６】
　図１５、図１６、図１７は内筒３１ｂ及び中間ホース１０を示す側面図、平面図及び斜
視図である。また、図１８、図１９はそれぞれ図１５、図１６のＤ－Ｄ断面図及びＥ－Ｅ
断面図である。中間ホース１０の一端は接着剤により可動部９に固着されている。中間ホ
ース１０の内筒３１ｂ側の端部には外周面に突出する凸部１０ａが設けられる。
【００３７】
　内筒３１ｂの端部には凸部１０ａが嵌合する貫通孔から成る孔部３１ｃが設けられる。
内筒３１ｂの端面には孔部３１ｃに対して周方向に離れた位置を切欠いて溝部３１ｄが設
けられる。これにより、屈曲部３４側が解放された溝部３１ｄが直線部３３の内面に凹設
される。また、中間ホース１０の端面が当接する段部３１ｆが内筒３１ｂの内面に形成さ
れている。
【００３８】
　中間ホース１０は凸部１０ａが孔部３１ｃに嵌合して内筒３１ｂに接続される。この時
、中間ホース１０の端面が段部３１ｆに密着して延長パイプ６の空気漏れが防止される。
中間ホース１０に鍔部を設けて段部３１ｆに密着させてもよい。
【００３９】
　図２０、図２１は内筒３１ｂの端部を展開した側面図及び上面断面図を示している。屈
曲部３４内に挿通される中間ホース１０は内筒３１ｂと接続する際に先端が内筒３１ｂ内
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に挿入され、凸部１０ａが溝部３１ｄに挿入される。そして、矢印Ｆに示すように中間ホ
ース１０を押しながら捩ると凸部１０ａが弾性変形して内筒１０ｂと摺動し、周方向に移
動して孔部３１ｃに嵌合する。
【００４０】
　凸部１０ａを溝部３１ｄに挿入することにより位置決めして孔部３１ｃの位置を容易に
把握し、中間ホース１０を捩ることで力を加えやすく容易に孔部３１ｃと凸部１０ａとを
嵌合させることができる。また、溝部３１ｄの周方向の壁面３１ｇが径方向に対して傾斜
する傾斜面から成るため、凸部１０ａを容易に孔部３１ｃに導くことができる。
【００４１】
　また、孔部３１ｃは溝部３１ｄの軸方向の端面３１ｅよりも吸気口３２ａ（図６参照）
側に配される。このため、内筒３１ｂに挿入される中間ホース１０は凸部１０ａが端面３
１ｅに当接した位置から更に押し込んで捩られる。これにより、中間ホース１０と段部３
１ｆと確実に密着させることができる。加えて、端面３１ｅとの当接によって孔部３１ｃ
の軸方向の位置を簡単に把握することができる。
【００４２】
　図２２は内筒３１ｂの正面図を示している。内筒３１ｂの中間ホース１０側の端部には
径方向に延びて内面に突出する複数のリブ３１ｈが周方向に並設されている。これにより
、大型の異物をリブ３１ｈにより捕集し、屈曲して異物を取り出しにくい中間ホース１０
の詰まりを防止することができる。中間ホース１０に同様のリブを設けてもよいが、異物
がリブを超えた際に取り出しにくくなるため内筒３１ｂに設ける方がより望ましい。
【００４３】
　上記構成の縦型電気掃除機１において、延長パイプ６を本体部４に装着した状態で電動
送風機２が駆動されると、吸込口体５の吸気口（不図示）から塵埃とともに空気が吸い込
まれる。吸気口から吸い込まれた空気は気流路４ａを介して集塵部３に流入し、旋回によ
る遠心力によって塵埃が分離される。分離された塵埃は集塵容器３ａに堆積し、前面パネ
ル４ｄを開いて廃棄される。集塵部３によって塵埃が除去された空気は電動送風機２が配
される室内を通って排気口（不図示）から排気される。これにより、床面の掃除が行われ
る。
【００４４】
　この時、延長パイプ６と延長パイプ収納部４ｆ内面との間はパッキン（不図示）により
シールされており、延長パイプ収納部４ｆと気流路４ｂとの間に気流が流通しない。これ
により、縦型電気掃除機１の仕事率低下が防止される。
【００４５】
　フック１１の操作によって延長パイプ６を本体部４から脱着すると、図２３に示すよう
に延長パイプ６の先端から伸長パイプ３２が引き出される。電動送風機２を駆動すると伸
長パイプ３２の先端から塵埃とともに空気が吸い込まれる。伸長パイプ３２から吸い込ま
れた空気は延長パイプ６の気流路６ｄ、６ｅ、中間ホース１０、接続ホース７を流通し、
気流路４ｂを介して集塵部３に流入する。
【００４６】
　これにより、図２４に示すように室内の上方に配される空気調和機、天井や、家具の隙
間等の掃除を楽に行うことができる。また、フック１２の操作によって延長パイプ６の上
部３１を分離すると、図２５に示すように机上等の掃除を楽に行うことができる。
【００４７】
　本実施形態によると、延長パイプ６の屈曲部３４に中間ホース１０を挿通し、屈曲部３
４に回動自在に取り付けた可動部９に接続ホース７が取り付けられるので、延長パイプ６
を本体部４に装着した際に中間ホース１０が屈曲部３４のガイドにより簡単に曲げられて
接続ホース７を略鉛直に配することができる。このため、接続ホース７が湾曲によって広
がらず、収納時に広いスペースを不要にできるとともに掃除中に邪魔にならない。また、
延長パイプ６を本体部４から脱着した際に可動部９が回動して接続ホース７に対する延長
パイプ６の向きを簡単に可変することができる。従って、縦型電気掃除機１の利便性を向
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上することができる。
【００４８】
　また、中間ホース１０に設けた凸部１０ａと延長パイプ６の直線部３３を形成する内筒
３１ｂに設けた孔部３１ｃとの嵌合によって中間ホース１０が直線部３３に接続され、中
間ホース１０が段部３３ｄに密着して空気漏れを防止することができる。
【００４９】
　この時、孔部３１ｃに対して周方向に離れた位置に凹設される溝部３１ｄを直線部３３
の内面に有するので、凸部１０ａを溝部３１ｄに挿入することにより位置決めして孔部３
１ｃの位置を容易に把握できる。また、中間ホース１０を捩るため力を加え易い。これに
より、容易に孔部３１ｃと凸部１０ａとを嵌合させることができる。その結果、屈曲部３
４によって見通すことのできない位置で段部３３ｄによるシール性を保持しつつ中間ホー
ス１０と直線部３３とを簡単に接続することができる。
【００５０】
　また、中間ホース１０を捩って簡単に取外すことができる。従って、縦型電気掃除機１
の組立を容易にできるとともに、中間ホース１０内に詰まった異物を簡単に取り出すこと
ができ、縦型電気掃除機１のメンテナンス性を向上することができる。
【００５１】
　また、直線部３３を外筒３１ａと内筒３１ｂの二重構造にして強度を向上できる。内筒
３１ｂと外筒３１ａを一体化して強度を確保してもよいが、二重構造にするとより望まし
い。即ち、二重構造にすると孔部３１ａを内筒３１ｂの貫通孔により形成し、内筒３１ｂ
の先端を切欠いて溝部３１ｄを形成できる。従って、孔部３１ｃ及び溝部３１ｄを容易に
形成することができる。
【００５２】
　また、中間ホース１０は接続ホース７よりも曲げ弾性係数が小さいので、延長パイプ６
を本体部４に装着した際に接続ホース７を簡単に鉛直に配することができる。更に、延長
パイプ６を本体部４から脱着した際に中間ホース１０の弾性力に抗して延長パイプ６の向
きが可変される。このため、小さい力で簡単に延長パイプ６の向きを可変することができ
る。従って、縦型電気掃除機１に利便性を更に向上することができる。
【００５３】
　また、可動部９は接続ホース７の軸方向を回動軸として回動自在に接続ホース７を支持
するので、接続ホース７を捩ることなく延長パイプ６を軸の回りに簡単に向きを可変する
ことができる。従って、縦型電気掃除機１の利便性を更に向上することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明によると、本体部から延びて把持部を有した延長パイプを本体部に対して着脱で
きる縦型電気掃除機に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施形態の縦型電気掃除機を示す斜視図
【図２】本発明の実施形態の縦型電気掃除機を示す正面図
【図３】本発明の実施形態の縦型電気掃除機を示す側面断面図
【図４】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプを脱着した状態を示す斜視図
【図５】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプを分離した状態を示す斜視図
【図６】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプの下部を示す側面図
【図７】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプの下部を示す平面図
【図８】図６のＡ－Ａ断面図
【図９】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプの上部を示す側面図
【図１０】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプの上部を示す平面図
【図１１】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプの上部を示す斜視図
【図１２】図９のＢ－Ｂ断面図
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【図１３】図１０のＣ－Ｃ断面図
【図１４】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプを示す上面断面図
【図１５】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒及び中間ホースを示す側面図
【図１６】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒及び中間ホースを示す平面図
【図１７】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒及び中間ホースを示す斜視図
【図１８】図１５のＤ－Ｄ断面図
【図１９】図１６のＥ－Ｅ断面図
【図２０】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒の端部を展開した側面図
【図２１】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒の端部を展開した上面断面図
【図２２】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の内筒の正面図
【図２３】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプから伸長パイプを引き出した
状態を示す斜視図
【図２４】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプを脱着して掃除を行う状態を
示す斜視図
【図２５】本発明の実施形態の縦型電気掃除機の延長パイプを分離して掃除を行う状態を
示す斜視図
【符号の説明】
【００５６】
　　　１　　縦型電気掃除機
　　　２　　電動送風機
　　　３　　集塵部
　　　４　　本体部
　　　５　　吸込口体
　　　６　　延長パイプ
　　　７　　接続ホース
　　　８　　把持部
　　　９　　可動部
　　　９ｂ　上支持部
　　１０　　中間ホース
　　１０ａ　凸部
　　１４　　電源コード
　　２０　　掛止部
　　３０　　下部
　　３１　　上部
　　３１ａ　外筒
　　３１ｂ　内筒
　　３１ｃ　孔部
　　３１ｄ　溝部
　　３２　　伸長パイプ
　　３３　　直線部
　　３４　　屈曲部
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